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「
学
問
の
自
由
」
侵
害
を
非
難

  

ア
メ
リ
カ
７
大
学

  

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
要
求
拒
否

　
　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
、

マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

司
法
省
が
監
督
す
る
、
な

ど
で
す
。

　

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
は
20
日
、

書
名
を
拒
否
し
た
と
発
表
。

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

こ
れ
に
よ
り
拒
否
し
た
大

学
は
７
大
学
に
な
り
ま
し

た
。
各
大
学
は
、
政
権
が

提
示
し
た
大
学
運
営
へ
の

　

戦
争
で
き
る
国
家
づ
く

り
が
、
全
国
で
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　

静
岡
・
東
富
士
演
習
場

（
御
殿
場
市
、
小
山
町
、
裾

野
市
）
で
は
10
月
に
、
自

衛
隊
と
米
軍
が
立
て
続
け

に
国
道
を
一
時
封
鎖
す
る

長
射
程
ロ
ケ
ッ
ト
訓
練
を

静
岡
・
東
富
士
演
習
場

ロ
ケ
ッ
ト
訓
練
で
国
道
封
鎖

    　
　

沖
縄
以
外
で
初

 

「
戦
争
準
備
す
る
な
」
市
民
ら
怒
り
の
抗
議

実
施
。
同
演
習
場
で
は
初

の
訓
練
で
、
公
道
の
交
通

規
制
を
と
も
な
う
訓
練
は

沖
縄
県
外
で
は
初
で
す
。

　
「
ド
ン
」。
東
富
士
演
習

場
か
ら
重
低
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
自
衛
隊
に
よ

る
榴

り
ゅ
う
だ
ん弾
砲
の
射
撃
訓
練
で

発
生
す
る
音
で
す
。
演
習

場
の
周
辺
地
域
で
は
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
断
続
的
に
聞
こ
え
て
き

ま
す
。

　
「
毎
日
の
よ
う

に
、
す
ご
い
音
が

演
習
場
の
方
角
か

ら
聞
こ
え
て
き
ま

す
」「
国
道
を
止
め

て
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

訓
練
を
す
る
な
ん

て
、
と
ん
で
も
な

い
」
と
、
御
殿
場

市
に
住
む
厚
見
道

代
さ
ん
（
78
）
は

言
い
ま
す
。

　

地
元
自
治
体
や

権
利
者
も
懸
念
を
示
す
な

か
、「
戦
争
準
備
を
す
る

な
」
と
市
民
が
怒
り
の
声

を
上
げ
て
い
ま
す
。

大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
な
ど
主

要
９
大
学
に
対
し
て
、
大

学
運
営
に
関
す
る
協
定
文

書
に
署
名
す
る
よ
う
要
求

し
て
い
ま
す
。

　

同
文
書
で
は
、「
学
問
の

自
由
は
絶
対
的
な
も
の
で

は
な
い
」
と
し
、「
保
守
的

な
思
想
を
罰
す
る
機
関
」

の
閉
鎖
な
ど
を
要
求
。
具

体
的
に
は
▽
入
学
や
採
用

に
お
い
て
人
種
や
性
別
な

ど
で
優
遇
し
な
い
▽
外
国

人
学
生
の
受
け
入
れ
制
限

▽
大
学
内
で
の
政
治
活
動

を
規
制
し
『
中
立
』
を
維

持
▽
協
定
の
順
守
状
況
を

介
入
で
あ
り
、「
学
問
の
自

由
」
や
「
大
学
の
独
立
性
」

を
侵
害
す
る
と
批
難
し
て

い
ま
す
。

裏
金
・
消
費
税
語
ら
ず

大
軍
拡
を
宣
言

　
　

高
市
首
相
の
所
信
表
明

　

高
市
首
相
が
11
月
24
日
、

初
の
所
信
表
明
演
説
。
特

徴
を
一
言
で
言
え
ば
、「
国

民
の
暮
ら
し
の
苦
し
さ
は

意
に
介
さ
ず
、
大
軍
拡
に

突
き
進
む
と
い
う
宣
言
」

で
す
。

　
「
政
治
と
カ
ネ
」へ
の
言

及
は
な
に
も
な
く
、
消
費

税
に
つ
い
て
も
一
言
も
あ

り
ま
せ
ん
。
軍
事
費
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
２
％
へ
の
増
額
の

前
倒
し
を
表
明
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
求
め
る
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
３
・
５
％（
年
間
21
兆

円
）
へ
の
さ
ら
な
る
大
軍

拡
の
要
求
に
従
う
と
い
う

宣
言
で
す
。

　

一
方
で
暮
ら
し
へ
の
必

要
な
支
援
を
何
も
語
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
委
員
長
は
、「
戦
後
最
悪

の
悪
政
推
進
の
宣
言
だ
」

「
徹
底
的
に
追
及
し
て
い

く
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
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ト
ラ
ン
プ
大
統
領
来
日
。

「
高
市
首
相
が
米
海
軍
横

須
賀
基
地
で
原
子
力
空
母

に
乗
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

隣
で
は
し
ゃ
い
で
い
た
」

「
は
ず
か
し
く
な
い
の
か
」

「
一
国
の
首
相
が
他
国
の

空
母
に
乗
る
こ
の
感
覚
が

わ
か
ら
な
い
」「
高
市
首
相

は
ト
ラ
ン
プ
氏
を
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
に
推
薦
す
る
と

い
う
。信
じ
ら
れ
な
い
、ガ

ザ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
加

担
し
て
き
た
人
だ
よ
」「
防

衛
費
の
大
幅
増
額
も
約
束

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
地

区
を
空
爆
。「
１
０
４
人
が

死
亡
。
10
日
の
停
戦
発
効

後
、
最
大
の
死
者
数
と

な
っ
て
い
る
」「
う
ち
46
人

が
子
ど
も
だ
と
い
う
。
ひ

ど
い
」「
せ
っ
か
く
の
停
戦

を
台
無
し
に
す
る
も
の

だ
」「
国
連
の
事
務
総
長

は
、
子
ど
も
を
含
む
民
間

人
の
殺
害
を
強
く
非
難
す

る
と
表
明
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
Ｉ
Ｓ
Ｓ
補
給
機
搭

載
の
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
成
功
。「
搭
載
で
き
る

貨
物
量
は
５
・
８
ト
ン
と

１
・
５
倍
に
増
え
た
」「
Ｉ

Ｓ
Ｓ
滞
在
中
の
油
井
さ
ん

が
30
日
未
明
に
キ
ャ
ッ
チ

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
工
事

費
が
4
兆
円
増
の
11
兆
円

に
。「
も
と
も
と
５
・
５
兆

円
だ
っ
た
か
ら
２
倍
に

な
っ
た
」「
開
業
時
期
も
27

年
か
ら
35
年
に
延
期
し
た

が
、さ
ら
に
延
び
そ
う
だ
」

「
今
か
ら
で
も
計
画
を
見

直
す
べ
き
だ
」「
品
川
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
道
路
が
約

13
セ
ン
チ
、
幅
は
約
10

PFAS軍隊由来深刻
　沖縄にも言及
　　国連報告書

　

有
害
性
が
高
い
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
「PFAS

」

に
つ
い
て
、
国
連
の
特
別

報
告
者
マ
ル
コ
ス
・
オ
レ

リ
ャ
ー
ナ
氏
は
10
月
23
日
、

報
告
の
中
で
沖
縄
な
ど
の

米
軍
基
地
周
辺
の
汚
染
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま

す
。

　

沖
縄
に
つ
い
て
７
自
治

体
の
45
万
人
超
が
利
用
す

る
水
道
水
がPFAS

で
汚

染
さ
れ
、
女
性
の
生
殖
機

能
へ
の
悪
影
響
を
含
む

「
多
く
の
環
境
へ
の
懸
念

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
、
米
軍
嘉
手
納

基
地
の
消
火
訓
練
施
設
で

高
い
濃
度
のPFAS

の
検

出
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

各
国
に
対
し
、
軍
隊
の

活
動
で
発
生
す
る
有
害
な

物
質
を
減
ら
す
た
め
の
更

な
る
取
り
組
み
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

機
能
性
表
示
食
品
が
急

増
し
（
図
）、テ
レ
ビ
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全

性
は
ど
う
な
の
か
。

　

機
能
性
表
示
食
品
は
、

食
品
の
安
全
性
や
機
能
性

の
科
学
的
根
拠
を
消
費
者

庁
に
「
届
け
出
る
」
だ
け

で
機
能
性
を
表
示
で
き
る

制
度
で
す
。
国
に
よ
る
審

査
は
な
く
、
事
実
上
一
切

の
責
任
が
「
企
業
任
せ
」

あ
ふ
れ
る
機
能
性
表
示
食
品

　
企
業
任
せ
で
い
い
の
か

　
安
全
性
の
懸
念で

す
。

　

昨
年
発
覚
し
た「
紅
麹
」

サ
プ
リ
メ
ン
ト
事
件
で
安

全
性
へ
の
懸
念
が
現
実
化

し
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
に
は
、
１
４

６
品
目
の
機
能
性
関
与
成

分
に
つ
い
て
分
析
検
証
し

た
消
費
者
庁
の
検
証
報
告

書
に
つ
い
て
、
市
民
団
体

の
開
示
要
求
を
最
高
裁
が

認
め
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

公
開
文
書
に
は
安
全
性
の

懸
念
が
あ
る
と
の
記
載
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
ま
で

の
届
け
出
数
は
９
９
８
１

件
で
す
。
そ
の
な
か
か
ら

分
析
検
証
し
て
問
題
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
国
は
、

安
全
性
や
機
能
性
の
「
企

業
任
せ
」
を
改
め
、
人
々

の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

役
割
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

働
き
た
い
改
革
、
実
は

働
か
せ
た
い
改
革

　

高
市
新
首
相
は
「
働
き

た
い
改
革
」を
標
榜
。「
実

質
賃
金
上
が
ら
な
い
」「
物

価
高
騰
で
苦
し
い
」
に
取

り
く
む
決
意
か
と
思
っ
た

が
違
っ
た
。

　

新
首
相
か
ら
の
最
初
の

指
示
は
長
時
間
労
働
の
規

制
緩
和
。
エ
ッ
そ
れ
な

の
！
過
労
死
ラ
イ
ン
を
緩

め
る
や
つ
！
経
済
界
か
ら

の
強
い
要
望
だ
と
い
う
。

　
「
働
き
方
改
革
」と
真
逆

の
「
働
か
せ
た
い
改
革
」

だ
よ
の
声
が
ネ
ッ
ト
上
で

も
広
が
っ
て
い
る
。

　

企
業
献
金
の
毒
素
が
働

い
て
い
る
。
甘
い
期
待
を

捨
て
て
、
こ
の
毒
素
を
取

り
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

メ
ー
ト
ル
も
隆
起
。
JR
東

海
は
工
事
を
中
断
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
の
日
本
シ

リ
ー
ズ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

が
４
勝
１
敗
で
優
勝
。「
５

年
ぶ
り
12
度
目
だ
」「
阪
神

は
セ
リ
ー
グ
で
ぶ
っ
ち
ぎ

り
優
勝
だ
っ
た
け
ど
、
短

期
決
戦
は
わ
か
ら
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
久
し
ぶ
り
の
秋
晴
れ

の
空
、
日
中
は
21
度
に
も

な
っ
た
が
、
朝
晩
は
冷
え

込
ん
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
花
屋
に
は
、ポ
イ
ン
セ

チ
ア
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ビ

オ
ラ
な
ど
ク
リ
ス
マ
ス
や

冬
の
花
が
勢
ぞ
ろ
い
だ
」


